
佐
 
中
 
忠
 
司
 
 

第
二
次
世
界
大
戦
前
に
お
け
る
熊
野
村
（
町
）
に
お
け
る
財
政
関
係
の
資
料
は
、
そ
の
多
く
が
散
逸
し
た
ま
ま
と
な
っ
て
お
り
、
 
 

そ
の
全
貌
を
詳
細
に
う
か
が
う
こ
と
ば
今
で
は
き
わ
め
て
困
難
と
い
わ
を
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
は
、
現
在
 
 

ま
で
に
入
手
し
え
た
熊
野
村
の
財
政
関
係
の
資
料
の
う
ち
、
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
も
の
の
若
干
の
整
理
に
す
ぎ
を
い
。
欠
落
し
 
 

て
い
る
関
連
資
料
の
補
充
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
読
者
の
方
々
か
ら
の
気
付
き
、
そ
の
他
の
関
連
す
る
資
料
の
所
在
等
 
 

に
つ
い
て
の
情
報
を
、
お
知
ら
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
 
 
 

明
哲
一
〇
年
代
に
お
け
る
熊
野
村
の
財
政
に
つ
い
て
は
若
干
ま
と
ま
っ
た
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
前
後
お
よ
び
 
 

大
正
期
の
も
の
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
人
手
し
え
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
資
料
は
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
も
の
は
、
 
 

す
べ
て
熊
野
町
当
局
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
予
算
書
、
決
算
書
等
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
 
 

明
治
・
大
正
期
熊
野
村
の
財
政
資
料
 
 

－
若
干
の
覚
え
書
－
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表1 熊野村の歳入  

（明治32年－40年）  

明 治  ％   明 治  ％  明 治  ％   明 治  ％  
32年度  33年度  34年度  35年度   

地価割  721．706  24．4   739．662  20．1  1，010．389  25．2  1，762．725  35．5  

附  940．800  25．5  1，768．507  44．1  1，737．036  35．0  

41．400  
営業割  
加  50．000  1．7   儲票税）  1．1  45．000  1．1  5q．000  1．0  

税  

所得  
税割  

※  

その他の  
収入  

合  計   2，962．386  100．0  3，682．490  100．0  4，014．739  100．0  4，958．867  100．0   

注※ 財産ヨリ生スル収入、手数料、雑収入、寄付金、国・県交付金、県郡費  

補助金、郡安補助金、繰越金。  

兼業合計不一致4，907．364となるが？  
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（単位円）  

明 治  ％   明 治   明 治   明 治  ％   
36年度  37年度  ％     ％  明 治  ％             38年度   39年度  40年度   

1，762．725  罰．2  1，511．117  30．8  1，511．100  謝．0  1，511．100  飢．2  2，313．285  16．4   

1，6渕．0鎚  罰．9  1，983．828  40．4  1，9弧即0  39．3  2，970．4訓  47．6  6，拓5．の9  48．5   

別．（淑）  1．0  弧脇）  1．0  75．（Xカ  1．5  25．000  0．4  30．000  0．2   

300．∝0  6．2  封0．（I00  6．9  罰0．㈹  6．8  360．000  5．8  4軋000  3．1  

73．勤0  0．5   

1，0570錯  21．7  1，022．419  20．8  1，127．4刃  22．4  1，369．舗1  22．0  4，421．乃9  31．3   

4，868．．887  100．0  4，9阻475   
米米   
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～
八
割
が
各
種
の
附
加
税
か
ら
を
っ
て
い
た
。
附
加
税
と
は
、
国
税
や
県
税
を
基
準
に
し
て
、
そ
れ
の
一
定
の
比
率
が
付
加
さ
れ
て
 
 

村
の
歳
入
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
制
度
で
あ
っ
て
、
地
方
の
固
有
の
財
源
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
地
方
自
治
は
「
官
治
的
地
方
 
 

自
治
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
央
集
権
的
行
財
政
制
度
の
下
に
お
か
れ
 
 

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
こ
に
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

附
加
税
の
う
ち
で
も
地
価
割
、
戸
別
割
の
比
率
が
特
に
大
き
か
っ
た
。
附
加
税
地
価
割
は
、
地
租
の
七
分
の
一
以
内
と
い
う
制
限
 
 

が
つ
い
て
お
り
、
地
価
が
高
騰
す
る
場
合
を
除
い
て
は
こ
れ
が
急
増
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
を
か
っ
た
。
戸
別
割
は
、
各
戸
に
賦
課
 
 
 

図1 熊野村の歳入   

○
歳
入
 
 
 

明
治
三
〇
年
代
の
熊
野
村
の
 
 

歳
入
は
、
蓑
1
の
よ
う
で
あ
っ
 
 

た
。
明
治
三
二
年
度
の
二
、
九
 
 

六
二
円
余
か
ら
同
四
〇
年
の
一
 
 
 

四
、
一
三
七
円
余
ま
で
、
こ
の
 
 

間
約
四
・
八
倍
の
増
加
が
あ
っ
 
 

た
。
三
二
～
三
五
年
と
三
八
～
 
 

四
〇
年
の
諸
年
に
大
き
な
伸
び
 
 

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
歳
 
 
 

入
の
構
成
は
、
そ
の
お
よ
そ
七
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表1かち作成  

明32 33 34 35 36 37 38 39 40年  
国税営業割  県税営業割  
1・7％＼／6・8％  

図3  明治32年  

熊野村歳入構成割’（2・962・386円）  

34  
（4，014．739円）  

36  
（4，868．887円）  

38  
（5，034．409円）  

39  
（6，236．亜1円）  

40  
（14．137．563円）  

戸別割  
34．0％  

その他  
33．2％  

1・5％i  

表1から作粛  
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さ
れ
る
も
の
で
人
頭
税
的
性
格
が
強
く
、
資
産
を
も
た
な
い
貧
困
な
住
民
ほ
ど
負
担
が
重
く
を
る
傾
向
を
持
っ
て
い
た
。
熊
野
村
で
 
 

は
明
治
三
二
～
三
五
年
の
各
年
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
〓
戸
平
均
九
〇
銭
、
八
四
銭
、
一
円
五
七
銭
、
一
円
一
九
銭
が
徴
収
さ
れ
て
お
 
 

り
、
戸
別
別
の
各
声
へ
の
徴
収
額
は
一
律
で
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

園
2
、
3
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
熊
野
村
で
は
地
価
割
の
比
率
は
徐
々
に
減
少
し
、
戸
別
別
の
比
重
が
重
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
 
 

し
て
明
治
四
〇
年
に
は
そ
れ
の
比
率
が
五
割
近
く
に
ま
で
達
つ
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
を
戸
別
別
の
増
大
は
、
こ
の
間
の
財
政
規
模
 
 

の
増
大
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
明
治
三
八
～
四
〇
年
に
か
け
て
財
政
規
模
が
急
激
に
拡
大
し
た
が
、
こ
の
時
の
歳
入
 
 

の
増
加
分
は
、
主
に
戸
別
割
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 

図3 熊野村の賦課割合  
（明治42年度）  

表3より作成   

以
上
の
よ
う
に
し
て
戸
別
割
は
住
民
に
対
し
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
 
 

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
様
子
は
明
治
四
一
、
四
二
年
度
の
納
税
状
況
 
 

に
よ
っ
て
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
（
蓑
2
、
3
参
昭
ニ
。
た
と
え
ば
、
 
 

明
治
四
一
年
度
で
一
人
当
地
価
割
五
五
銭
八
厘
に
対
し
て
戸
別
割
は
一
円
 
 

三
五
銭
七
厘
と
高
額
で
あ
っ
た
。
ま
た
当
時
、
税
未
納
者
が
か
な
り
の
人
 
 

数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
が
そ
の
中
で
も
戸
別
割
の
未
納
者
が
特
に
多
か
っ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
戸
別
割
に
よ
っ
て
各
戸
へ
の
課
税
額
が
一
様
に
高
ま
り
、
 
 

住
民
各
戸
、
特
に
貧
困
家
庭
に
対
し
て
相
当
に
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
た
 
 

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

熊
野
村
の
歳
入
は
、
以
上
の
附
加
税
の
ほ
か
に
次
の
よ
う
な
費
目
が
あ
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表4 熊野村負債明細表  

起債月日  起債原因  起債額  利子歩合  慣遅期限   

明39．2．1  学校建築  1，000円  月1歩  明40．12．31   

明40．10．5    600  42．8．30   

12．10  1，000  41．12．30   

12．10  130  42．7．30   

12．25  180  42．5．5   

3．10  925  41．6．30   

（統計報告事跡）  

表5 熊野村における徴発物件供給高  

米  麦  稀有  味咽  完■  醤油  漬物  薪  梅干  炭   

各戸に係る  
営業に係る   20   300   

各戸に係る  
営業に係る   61   400   

各戸に係る  50石  50石  50貫  50貫  10石  3石  50挺  500耳  1石  120貫   
営業に係る  2   5  5    3  300   

各戸に係る  80石  70石  20貰  77耳  10石  3石  50挺  700貫  5斗  150メ   
営業に係る  5   5  5    71  300   

各戸に係る  5，000斗  1，000斗    20櫓  斗  
10   50000 

各戸に係る  5，000斗  1，000斗  20耳  20斗  10斗  10斗  50椿  1，000貫  2櫓  100貫   

営業に係る  350  250   10  10  20   4   500    60   

各戸に係る  450斗  400斗  100貫  10斗  1石  1石  20稗  600質  2栂  30fr   
営業に係る  3（氾  250  2    2   4   500    160   

各戸に係る  50石  40石  250貫  20栂  2石  1石  15栂  500耳  1棉  50貫   
営業に係る  25  25  30  4  ロ  2   4  1，000  2  300   

（統計報告事跡）  

ー119－   



っ
た
。
「
財
産
ヨ
リ
生
ス
ル
収
入
」
 
「
手
数
料
」
 
 

「
雑
収
入
」
 
「
寄
付
金
」
 
「
国
県
交
付
金
」
 
「
 
 

県
郡
費
補
助
金
」
 
「
郡
費
補
助
金
」
な
ど
。
こ
 
 

れ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
国
・
県
・
郡
か
ら
交
 
 

付
金
、
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
 
 

そ
れ
ら
は
、
明
治
三
五
年
厚
の
倒
で
み
る
と
歳
 
 

入
総
額
の
わ
ず
か
一
～
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
 
 

る
に
す
ぎ
ず
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
も
の
に
す
ぎ
 
 

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
、
臨
時
の
歳
入
と
し
て
村
傾
が
起
さ
れ
 
 

た
（
表
4
参
照
）
。
明
治
四
〇
年
に
は
水
害
復
旧
 
 

の
た
め
に
二
、
八
三
五
円
 
（
当
年
歳
入
総
額
の
 
 

二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
み
た
る
）
も
の
村
債
が
起
 
 

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
村
税
に
よ
っ
て
償
 
 

還
さ
れ
た
。
 
 
 

熊
野
村
の
歳
入
は
、
以
上
の
よ
う
な
費
目
か
 
 

ら
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
予
算
書
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表6 熊野村財産明細表  

土 地  建 物  現 金  その他 諸品  合 計  
数量  
価柊   1，020，000厘  

数量   1，000歩  247．15勺  1，081   
価格  30，000厚  1，750．000ノ虚  2，415，000厘          635，mO厘  

数兎 価格  4，673，625歩 4 
，673，625厘  483，005厘  5．156，630厘  

750   

数詞  1，000歩  291．15反  2，865，000屠  

数泉 価格  4，673，625歩 4 
，673，625厘  138，370厘  4，811，995厘  

750   

敷血  1，000歩  291．15勺  2，865，000厘  

敦盛 価格  4，673，625歩 4 
，673，625厘  147，糾0厘  4，821，465厘  

750   
散見  3，600歩  291．15勺  3，035，000厘  

赦免 価格  4，673，625歩 300 
，000厘  167，糾0厘  467，鮎0厘  

数兎  36，000歩  291．15勺  750   

価招  2，200．000」亜  2，200，000厘  3，035，000厘          635，000厘  

散見  
価格  ，， 3，000，000厘  201，000厘  3，201，000厘  

750   

数最  3，甜0歩  291．15勺  3，035，000厘  

三 
3811 

価格   232，801厘  3，232，801厘  

＝． 750   
価格  200，000厘  2．200，000厘  3，035，000厘          635，000厘  

救摘  
仰格  4，673，625 3，000，000厘  279，738厘  3，279，738厘  

750   

数量丘  3，600歩  336．55勺  3，535，000厘  

教主と  
基本財産  264，898僅  5，264，898厘  

43年村有財産  
3，504歩   505坪15  

7，577，250厘  635，∽0厘  8，212，250厘  

教克  
教育基金  54，330厘  2，054，330厘   

放屁  
基本財産  322，646厘  5，322，朗6厘  

248   

44年村有財産  8，660，250厘  

赦免  2，747  
教育基金  123，816厘    1，飢1，565底  8，766，131厘   

（統計報告事跡）  
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表7 熊野村の公有社寺私有林  

箇所  反  別  地  価  平均1反歩地価  

公有林  113厘  

明治駒   213  

合計   326   

公有林  113厘  

∵＋  213  

合計   326   

公有林  361円   11銭  

36年  1，331円   21  

合計   1，692円   32   

（統計報告事跡）  

に
計
上
さ
れ
な
い
収
入
と
し
て
、
だ
と
え
ば
表
5
の
よ
う
な
も
の
 
 

が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
各
種
税
、
交
付
金
、
補
助
金
、
村
債
を
ど
 
 

の
ほ
か
に
米
・
麦
を
は
じ
め
と
す
る
一
〇
種
類
の
物
品
が
各
戸
お
 
 

よ
び
各
営
業
者
に
「
徴
発
物
件
」
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
 
 

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
歳
入
の
一
部
が
現
物
形
態
で
徴
収
さ
れ
て
 
 

い
た
点
も
注
目
に
値
す
る
。
 
 
 

明
治
三
一
年
に
制
定
さ
れ
た
町
村
制
に
お
い
て
は
、
町
村
財
救
 
 

は
そ
の
財
産
収
入
を
第
一
次
財
源
と
し
、
町
村
税
を
要
し
な
い
も
 
 

の
に
す
る
と
い
う
理
念
が
か
か
げ
ら
れ
て
い
た
。
熊
野
村
で
は
、
 
 

囲
4
、
5
お
よ
び
蓑
6
、
7
の
よ
う
に
基
本
財
産
、
村
有
財
産
、
 
 

公
有
林
を
所
有
し
て
い
た
。
財
産
の
形
態
は
土
地
・
建
物
・
現
金
、
 
 

そ
の
他
諸
晶
で
あ
っ
た
。
財
産
総
額
は
歳
入
総
額
を
上
回
る
ほ
ど
 
 

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
財
産
よ
り
生
ず
る
収
入
と
な
る
と
動
産
の
 
 

利
子
や
不
動
産
の
賃
借
料
、
生
産
物
を
ど
し
か
な
く
、
ほ
ん
の
わ
 
 

ず
か
（
明
治
三
五
年
度
に
お
い
て
は
歳
入
総
額
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
 
 

弱
）
で
あ
り
第
一
次
財
源
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
 
 

よ
う
。
な
お
、
学
校
基
本
財
産
は
表
8
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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表8 公学資産表（明治42年）  
明
治
四
三
年
よ
り
「
教
育
基
金
」
が
貯
え
ら
れ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
 
 
 

明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
熊
野
村
の
歳
入
を
み
る
と
、
歳
入
総
額
の
七
～
八
割
を
村
税
が
占
め
て
い
た
（
表
9
、
1
0
参
照
）
。
 
 

村
税
は
、
次
の
各
種
附
加
税
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
伽
宅
地
粗
附
加
税
㈲
田
畑
其
他
地
租
附
加
税
㈲
戸
数
割
附
加
税
㈱
国
税
営
業
 
 

税
附
加
税
㈲
所
得
税
附
加
税
で
あ
っ
た
。
大
正
四
年
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
附
加
税
率
は
衰
1
1
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
戸
数
割
へ
の
附
 
 

加
税
率
は
他
と
比
べ
て
非
常
に
高
く
、
さ
ら
に
大
正
五
年
に
は
戸
数
割
へ
の
税
率
だ
け
が
ひ
き
上
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
各
戸
へ
 
 

の
負
担
は
依
然
と
し
て
相
当
重
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

小 学 校  
種  別  総  計  

尋  常  尋常高等   
敷 地 坪 数   751坪  660坪  1，411坪   

附 属 地■坪 数   653   444  1，097   

家屋坪数i芸芸   79   
206   285  

10   29   

敷  地  価   119   200   319   
附 属 地 価   145   200   345   

家  屋  価   1，550  2，000  3，550   

図  書  価   59   271   330   
器 機 標 本 価   120   293   413   
器  具  価   110   529   639   

62，680  
学 校  土中芸芸  62，680 475   475   

216  314   基 本  建物i芸芸  98     財   1，550  2，000  3，550   
産  其他物品価額   6   7   13   

（統計報告事跡）  

・米価格の単位は円か？  

表9 熊野村の歳入予算  

明治44年虔   （％）   

財産ヨリ生スル収入   ド」J或 98．744   0．6   

使用料及手数料   83．000   0．5   

雑   収   入   531．000   3．4   

寄   付   金   40．000   0．3   

交   付   金   144．200   0．9   
県 費 補 助 金   50．000   0．3   
那 賀 補 助 金   35．000   0．2   
前 年 度繰越金   46．298   0．3   

村  税  10，658．023  69．2   921，355  6．0   
公 債 収 入   2，800．000  18．2   
A  計  15，407．620  100．0   
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表10 熊野村の歳入予算  

大正4年度  大正5年度  

経常部   円 厘   （％）   （％）   

財産ヨリ生スル収入   99．876   0．8  159．876  1．2   

使用料及手数料   377．000   3．1   374．000   2．7   

交  付  金   683．000   5．7   670．000   4．9   

雑  収  入   239．650   2．0   189．460   1．4   

村  税   9，707．827   80．7  11，680．314   84．7   

小  計  92．4  94■．8  

臨時部  
県補助金   321．700  2．7   323．000  2．3   

郡  奨  励  金   50．000   0．4   50，000   0．4   

寄  付  金   20．000   0．2   20．000   0．1   

財産売払代  202．000   1．7   102．000   0．7  

繰  入  金  
繰  越  金  324．229   2．7   223．010   1．6   

小  計   917．929   7．6   718．010   5．2   

総  計  12，025．282  100．0  13．791．660  100．0   

表11熊野村の附加税率  （大正4年）  

附加税率（本税1円に付き）   

宅地租 附 加税   9銭   

田畑其他地租附加税   21銭   

戸数割附加税・米   4円31銭   

国税営業税附加税   15銭   

所得税 附加税   15銭  

米本年度の戸数1，280戸  

熊野村「許可申請事」（大正4年度歳入出予算より）  
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表12 熊野村の歳出  （単位円）  

明治35年度  （％）  明治36年度  （％）  明治37年度  （％）  明治38年度  （％）  明治39年度  （％）   

役  場  資  1，341．240  27．0  1，442．490  29．6  1，522．000  31．0  1，577．060  31．3  1，729．860  27．7   
会  議  貨  89．550  1．8  86．550  1．8  91．500  1．9  91．500  1．8  114．800  1．8   
教  育  費  乙038．880  41．1  2，301．460  47．3  2．231．480  45．5  Z，36Z．807  46．9  Z，413．240  38．7   
土  木  費  205．050  4．1  225．050  4．6  225．050  4．．6  200．050  4．0  200．050  3，2   
衛  生  費  97．160  2．0  123．760  Z．5  105．760  2，2  84．1ZO  1，7  93．140  1，5   
救  助  費  6．000  0．1  6．000  0．1  6．000  0．ユ  6．000  0，1  6．000  0．1   
諸税及負担  293．207  5．9  292．202  6，0  322．770  6．6  288．497  5．7  352．986  5．7   
雑  支  出  1．500  0．03  1．500  0．03  1．500  0．03  9．500  0．2  9，500  0．2   
勧  業  貸  15．000  0．3  15．000  0．3  15．000  0．3  40．000  0．8  50．000  0．8   
基本財産棟立金  30．000  0．6  30．000  0．6  30．000  0．6  30．000  0．6  10．000  0．2   
公 債 費  
予 備 費   
既時役場費   

1－042．000  

傭時教育費）  

計   

表14 熊野村の歳出  （単位円）  蓑13 熊野村の歳出 （単位円）  
明治44年度  （％）   

経常費   
役   場  2，282，846  19．5        賛   

会   議   費  177．350  1．5   
教  育  費  4，408．390  37．7   
土  木  費  400．050  3．4   
土 木 補 助 費  300．000  2．6   
衛   生  費  137．960  1．2   
救   助  費   11．000  0．1   
諸 税 及 負 担  1，992．669  17．1   
勧  業  資  60．000  0．5   
基本財産舐立金  58．000  0．5   
神  社  堂   16．000  0．1   
羅災救肋資金貯蓄金  123．000  1．1   
予   備  費   65．000  0．6   
計   10，033．265  

臨時費   
公   債  金   
土  木  1，654．000   
計   1，654．000  14．2   

総  計  11，686．365  100．0   

明治40年度  （％）   

役   場  資  1，945．710  13．8   
会   議  費  118．700  0．8   
教   育  費  3，362．850  23．8   
土  木  費  4，542．265  32．1   
衛   生  費  Z19．100  1．5   
救   助   柴   6．000  0．04   
諸 税 及 負 担  431．783  3．1   
雑   支   出   9．500  0．1   
勧   業  費   55．000  0．4   
基本財産積立金  20．000  0．1   

神  社  資  20．000  0．1   
予   備  費  40．000  0．3   
臨 時 役 場 資  154．875  1．0   
仝 公 債 費  1，272．000  9．0   

全 教 育 貸  996．250  7．0   
全道路賀補助金  464，000  3．3   

仝道路費負担  204．530  1．4   
学校基本財産購売費  275．000  1．9   

A  計  14，137．563  100．0  
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ま
り
当
時
の
国
政
委
任
事
業
を
遂
行
し
て
ゆ
く
た
め
の
行
政
機
構
の
強
化
の
た
め
に
用
い
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
政
府
に
よ
る
地
方
 
 

統
治
の
円
滑
化
を
は
か
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。
熊
野
村
の
場
合
に
も
、
村
の
固
有
の
仕
事
（
事
務
）
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
 
 

国
の
仕
事
（
事
務
）
の
た
め
に
多
く
の
経
費
と
労
力
と
が
、
さ
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
明
治
四
二
年
末
の
吏
貞
の
月
給
は
、
表
 
 

1
5
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
村
長
が
十
○
円
、
助
役
が
七
円
、
収
入
役
が
九
円
の
月
給
、
書
記
一
人
平
均
九
円
一
〇
銭
と
を
っ
て
い
る
。
 
 
 

教
育
費
は
、
役
場
費
以
上
に
、
熊
野
村
の
歳
出
の
最
も
大
き
な
部
分
を
し
め
て
お
り
、
こ
の
間
、
毎
年
歳
出
総
額
の
四
割
を
超
え
 
 

て
い
る
。
村
の
歳
出
動
向
も
ま
た
こ
の
流
れ
に
そ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 
 
 ○

歳
出
 
 
 

熊
野
村
の
歳
出
は
蓑
1
2
、
1
3
、
 
 

1
4
図
6
、
7
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
 
 

役
場
費
、
教
育
費
が
主
要
を
支
 
 

出
項
目
を
な
し
て
お
り
、
年
を
 
 
 

お
っ
て
増
加
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
 
 

明
治
三
九
～
四
〇
年
に
か
け
て
 
 

教
育
費
そ
し
て
土
木
費
が
急
増
 
 

し
て
い
る
。
 
 
 

役
場
費
は
、
一
級
的
に
は
、
 
 

町
村
の
行
政
組
織
の
整
備
、
つ
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明35   36   37   38   39年  

表15 町村吏員及月給  （明42．12．31）◆  

階  級  
支  給  金  額  

人． 貞  
日  給  報酬金額  合  計   

名誉職  
町 村 長   10円以上  10円   10円   

10円未満   

名誉職  
町 村助 役   10円以上  

10円未満   7円   7円   

6円以上  
町村収入役   6円未満   

9円  9円   

町 村 書 記   6円以上  7   63円70餞  63円70銭   

6円未満  

区長及代哩人  名誉職   14  
A  計   24人   72円70減   17円   89円70銭   

（明治43年統計報告事跡）  
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表16 熊野村の公学費  

学校長・  
その他  合 計   

園長・館 長俸給  教諭・助 教諭・訓 導俸給諭  准教員 俸給  代栢数 貞俸給  俸給小計  沓囲・ 器械標 本費  消耗 品費  
円  円  円  

明治36年   田 360    344   円 25g   円 396  1，359円 （70．3％）   68  円 80  円 427    1，934   

37年  384   625  548  140  1，697 68 
（．6）   

38年  384   756  365  164  1，669 83 
（．8）   

40年  384   756  365  165  1，670 （83．6）  34  65  227  1，996   

41年  456   672  284  564  1，976 （51．2）  四  96  1，670  3，857   

42年  452   929  230  890  2，501 （71．7）  219  108  660  3，488   

43年  668   985  350  959  2，962 （61．5）  259  1D8  1，484  4，813   

弱年  701  1，648  122  835  3，306 （80．8）  206  88  490  4，090   

（注）尋常および尋常高等小学校の合計を記載。（）内は合計にたいする％  

（統計報告事跡）   

教
育
費
は
、
同
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
ほ
ぼ
毎
年
歳
出
 
 

総
額
の
四
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
熊
野
村
に
と
っ
て
き
 
 

わ
め
て
大
き
な
財
政
的
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
先
 
 

が
国
庫
か
ら
支
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
 
 

だ
っ
て
明
治
三
三
年
三
月
に
 
「
市
町
村
立
小
学
校
教
育
費
 
 

国
庫
補
助
法
」
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
「
市
町
村
立
小
学
 
 

校
教
育
費
ヲ
補
助
ス
ル
為
国
庫
ハ
毎
年
予
算
ヲ
以
テ
定
ム
 
 

ル
所
ノ
金
額
ヲ
支
出
ス
」
る
と
し
て
教
員
の
給
与
の
一
部
 
 
 

実
際
に
は
、
熊
野
村
の
場
合
教
育
費
へ
の
国
庫
か
ら
の
補
 
 

助
は
皆
無
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
明
治
四
四
年
に
わ
 
 

ず
か
に
一
〇
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
状
況
で
 
 

あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
の
は
と
ん
ど
は
村
費
で
賄
わ
れ
て
い
 
 

た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
教
育
費
へ
の
国
庫
補
助
は
金
額
的
 
 

に
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
り
な
が
ら
も
、
政
府
は
教
育
 
 

を
強
力
に
統
轄
し
て
お
り
、
そ
の
財
政
的
支
出
は
地
方
に
 
 

負
担
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
 
 

こ
こ
に
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
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表17 熊野村の公学費表（明治42年）  

種  
小  学  

別  
校  

総  計  
尋  常   尋常高等   

学校長・園長・館長俸給  175円  277円   452円   
教諭一助教諭・訓導俸給  929   929   

准教 貞 俸 給  230   230   

代 用 教 員 俸 給  446  444   890   

棟  梁  17   32   49   

香 図器機標本 費  129   90   219   

器  具  賛  69   わ   136   

消  耕  品  糞  33  75   108   

・＝／借 地 借 家 費  2   2   

‘－修 ■ ■繕  費  94  125   219   

■．其 他  諸  費  68   186   254   

‘合  計  1，031   2，457   3，488   

授 業 料   34  518   552  
収  寄 付 金  7   7  

学校基本財産  
より生ずる収入  10   10  

人  A  計  34  535   569   

（明治43年統計報告事跡）  
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表18 市町村立小学校教員加俸表（明治42年）  

特 別 加 俸  国庫補助法第6  

種  別  年 功∵加 俸            条に係る加俸      多 級学校   単 級学 校  
人 員  加俸額  人 員  カロ俸額  人 員 加俸額   人 員  加俸額   
男  

正教員   女   

男  18  准教員   女   

男  66   18  合  計   女   

（明治43年統計報告事跡）   

と
こ
ろ
で
教
育
費
は
、
国
政
委
任
事
務
の
最
た
る
も
の
と
い
わ
れ
、
全
国
的
に
は
軍
隊
 
 

と
産
業
労
働
力
の
蕃
成
が
そ
の
基
本
的
な
目
的
と
さ
れ
て
い
た
。
熊
野
村
の
教
育
費
の
内
 
 

訳
は
蓑
1
6
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
七
〇
～
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
給
与
関
係
の
支
出
 
 

で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
明
治
三
九
年
の
教
員
月
額
俸
給
は
、
尋
常
小
学
校
の
本
科
正
教
員
 
 

一
一
～
一
三
円
、
准
教
員
七
、
八
円
、
高
等
小
学
校
の
本
科
正
教
貞
一
八
～
二
二
円
で
あ
 
 

っ
た
。
 
 
 

明
治
四
一
年
と
四
三
年
に
お
い
て
「
そ
の
他
」
の
項
目
が
異
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
 
 

が
、
こ
れ
は
両
年
に
お
い
て
九
五
〇
円
余
の
新
営
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
 
 

明
治
四
〇
年
に
小
学
校
令
が
改
正
さ
れ
修
業
年
限
が
六
年
間
に
延
長
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
 
 

っ
て
学
校
が
造
築
あ
る
い
は
新
築
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 
 
 

「
そ
の
他
」
の
費
目
の
内
訳
と
し
て
、
旅
費
、
雑
給
、
生
徒
給
費
、
借
地
借
家
費
、
器
 
 

具
費
、
消
耗
品
費
、
修
繕
費
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
わ
ず
か
ば
か
り
の
金
額
で
存
在
し
た
。
当
 
 

時
の
学
校
数
、
修
業
年
限
等
は
、
蓑
1
9
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
 
 
 

役
場
費
、
教
育
費
に
対
し
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
自
治
的
行
政
経
費
で
あ
る
土
木
 
 

費
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
毎
年
歳
出
総
額
の
四
～
五
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
に
す
ぎ
な
 
 

か
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

土
木
費
の
内
訳
は
蓑
2
0
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
河
川
の
占
め
る
比
率
が
高
く
、
治
水
、
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表19 熊野村の学校及び教育費  

1）村立′ト学校において「加設科目」として「裁縫」を設けている。その他「農業」「手工」   
も設けられていた。（明治36、37年）  

2）明治40年には児童（尋常高等あわせて）995人に対して教員数12であり、1教員当り82．g人  
であった。  

（統計報告事跡）  

表20 熊野村の土木費内訳  

河   川  道   路  橋   梁  用 憲 水  合   計   
円 J址   Pj  娠l   F】 址   P】 厘   「」 州  

明治31年                   30．557   65，071   44．858   
（28．8％）   （19．9％）   85．079   225．565  

35年   

240．981   89．716   46．211   
（4呂．6）   （18．1）   （9．3）   119．246   496．154  

42．479   7．570   80．339   
36年   51．661  （23．3）   （4．2）   （44．1）   

182．α墾9  

37．871   10．240   
37年  133．861  （13．4）   （3．6）   

100．143   
282．115  

（35．5）   

233、333   142．853   204．244   
38年  

（38．3）   （23．5）   （33．6）   28．126   608．556  
101．723   71．949   

39年   6．090  （45．6）   （32．2）   43．424   223．186  
85．009   10．459   11．038   

40年  
（74．8）   （9．2）   （9．7）   

7．200   113．706  
（6．3）   

410．721   49．852   28．390   
41年  

（81．9）   （9．9）   （5．7）   12．224   501．185  
43年   

136．994   163．092   27．720   162．208   

（飢．1）   （2乱7）   （4．9）   （28．5〉   
568．422  

表12、13、21の値とは大きく数値がちがっている0その理由については検討中である8  

（統計報告事跡）  
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明32 34 36 37 38 39 40 4142 43 44年度  

潅
漑
に
力
が
注
が
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
 
 
 

明
治
四
〇
年
に
財
政
規
模
が
急
激
に
 
 

拡
大
し
て
い
る
が
、
同
年
に
土
木
費
も
 
 

急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
年
に
大
 
 

規
模
な
水
害
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
 
 

「
中
野
村
議
事
準
備
諸
件
」
 
に
よ
る
と
 
 

「
（
明
治
四
〇
年
）
七
月
ハ
連
日
降
雨
 
 

稀
有
ノ
洪
水
二
遭
遇
シ
瀬
野
川
通
堤
防
 
 

並
二
各
谷
川
等
破
壊
流
失
シ
為
二
耕
地
 
 

及
字
砂
走
人
家
被
害
不
少
惨
状
ヲ
呈
シ
」
 
 

し
た
。
こ
れ
か
ら
類
推
し
て
熊
野
村
で
 
 

も
相
当
の
被
害
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
 
 

れ
る
。
こ
れ
の
修
繕
の
た
め
に
同
年
、
 
 

多
額
の
災
害
土
木
費
が
臨
時
に
計
上
さ
 
 

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
蓑
2
1
は
そ
の
内
訳
 
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

大
正
期
に
お
い
て
も
、
役
場
費
・
教
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育
費
が
大
き
を
割
合
を
占
め
て
お
り
歳
出
の
構
造
は
明
治
期
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
っ
た
（
未
墾
2
3
参
昭
ご
。
た
だ
し
経
常
部
 
 

と
臨
時
部
の
二
部
構
成
と
を
り
、
よ
り
整
理
さ
れ
た
も
の
と
を
っ
た
。
ま
た
費
目
も
増
加
し
て
お
り
諸
税
負
担
が
先
の
二
費
目
に
つ
 
 

い
で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
。
 
 

表21熊野村の災害土木費（明治40年度）  

町村税   県税補助   

円  尾   円  厘  

二 河 川           面  285．960   93．673  

川  河  流  山ノ代川   45．781   22．017  

域  小  計   331．741   115．690  

熊  熊 野 川  1，850．104   686．071  

川  野  
川   三 谷 川   71．407   161．085  
手荒  
域  小  計  1，921．511   847．156   

矢野往還  251．034  
道  里  

呉往還  44．460  

其他の里道  104．520  
路  道  

′ト 計  400．014  

橋  里  
道  矢野往還 呉往還  i341t967  

橋  88．637  

梁              梁   
（統計報告事跡）  
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表22 熊野村の土木費統計表 （明治41年度）  

町 村 事 業  
種  別  

町村税   県税補助   

通常土木費  修繕工事の部   

円  座   円  厘  

幹  二 河 川           両  146．589   35■二429  

河  
川   支  山 ノ 代 川   流  

32．580  

域   計   179．169  

熊  128．755   49．948  

川  
野  
川  17．420  

流 域   計   146．175   

25．745  
道  里  

≡≡1≡撃忘往…  11．030  

其 他 の 皇 道   13．077  
路  道  

計   49．852   

橋  里  重要里道 矢野往還   3．050  

道 橋  其 他 の 里 道   Z5．340  
梁  梁   計   28．390   

用意水  龍  野  村  12．224  

計  415．810   85．375   

通常土木費  改築工事の部   

道 路  里慈  重要皇道 矢野往還   624．497  

臨時土木費  改築工事の部   
皇道 矢 野 往 還  1，247．791   

道  里  
雑  費   258．143  714．000  

路  道  
計   1，505．934   

（統計報告事跡）  
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蓑23 熊野村の歳出  表22 熊野村の歳出  

大正5年度  （％）   

円慨  

経常部  
役 場 賛   2，582．565  18．7   

会  議  費  158．600  1．1   

土  木  費  385．050  2．8   

熊野尋常小学校賛  3，786．120  27．5   

追分尋常小学校費  1，453．670  10．5   

伝染病予防費  100．000  0．7   

隔 離 病 舎 費  88．600  0．6   

勧  業  費  100．000  0．7   

救  助  費  76．370  0．6   

警  備  費   4．000  0．03   
基本財産造成費  396．800  2．9   

財  産  費  14．500  0．1   

諸 税 及 負 担  1，580．305  11．5   

神  社  費  47．200  0．3   

建  物  費  20．250  0．1   

雑  支  出  53．360  0．4   

予  備  費  50．000  0．4   

計  10，897．390  

臨暗部  
役場費   113．000   

土  木  費  1，610．000  11．7   

保安林施行資  321．000  2．3   

補  助  費  498．270  3．6   

雑  支  出  12．000  0．1   

樹 木 献 進 費  20．000  0．1   

視  寮  費  20．000  0．1   

建 物 営 繕 費  300．000  2．2   

計   2，894．270  21．0   
総  計  13，791．660  100．0   

大正4年度  （％）   

円厘  
経常部  
2，594．155  21．6  役  場  菅   

合  謙  費  158．600  1．3   

土  木  資  270．050  2．2   

熊野尋常小学校費  3，550．020  29．5   

追分尋常小学校費  1，493，430  12．4   

伝染病予防費  115．000  1．0   

隔 離 病 舎 費  88．600  0．7   

勧 業 諸 費  100．000  0．8   

救  助  費  62．256  0．5   

警  備  費   4．000  0．03   

基本財産造成費  578．200  4．8   

財  産  費  14．500  0．1   

諸 税 及 負 担  1，888．477  15．7   

神  社  資  37．200  0．3   

生産消費調査費  18．100  0．2   

雑  支  出  32．000  0．3   

予  備  費  50．000  0．4   

計   11，054．588  

臨時部   
11．000   

保安林施行費  333．000  2．8   

補  助  費  306．200  2．5   

雑  支  出  27．000  0．2   

御大典即イ立資  15．000  0．1   

遥 拝 式 賛  10．000  0．1   

視  察  費  20．000  0．2   

建 物 営 繕 費  248．500  2．1   

計   970．700  8．1   

総  計  12，025．288  100．0  
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二
、
舌
墓
の
構
造
と
出
土
遣
物
 
 
 

宮
林
古
墓
 
熊
野
盆
地
の
東
端
部
の
竜
王
山
（
標
高
四
四
七
・
九
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
北
へ
の
び
る
丘
陵
の
先
端
部
に
位
置
し
、
標
 
 

（
2
）
 
 

高
約
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
低
地
か
ら
の
比
高
約
二
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
第
1
図
1
）
。
書
議
連
誌
』
 
に
よ
る
と
、
古
墓
の
下
手
 
 

の
山
麓
部
に
は
、
十
林
寺
が
所
在
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
付
近
の
畑
の
中
に
は
、
五
輪
塔
、
宝
筐
印
塔
の
残
欠
が
多
く
散
乱
し
て
い
 
 
 

一
、
は
じ
め
に
 
 
 

こ
こ
で
紹
介
す
る
資
料
は
、
広
島
県
安
芸
那
熊
野
町
大
字
新
宮
字
海
上
側
に
所
在
す
る
宮
林
古
墓
な
こ
b
び
に
海
上
側
古
塞
か
ら
探
 
 

（
1
）
 
集
さ
れ
た
中
世
の
遺
物
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
昭
和
五
七
年
二
月
ご
ろ
、
熊
野
町
役
場
の
竹
之
内
哲
郎
氏
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
 
 

も
の
で
あ
る
。
竹
之
内
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
宮
林
古
墓
で
は
、
碑
石
基
壇
上
に
あ
り
、
花
立
な
ど
と
し
て
使
用
さ
れ
、
 
 

ま
た
海
上
側
古
墓
で
は
、
毘
沙
門
堂
境
内
の
拡
張
中
に
発
見
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
当
初
の
出
土
状
況
は
、
確
め
る
こ
と
が
で
き
を
 
 

い
。
し
か
し
、
資
料
は
、
こ
の
地
域
で
は
、
類
例
の
少
を
い
備
前
焼
小
壷
と
施
粕
短
無
蓋
と
が
あ
り
、
古
墓
の
年
代
や
被
葬
老
の
性
 
 

格
を
推
定
す
る
手
が
か
り
と
な
り
う
る
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
今
回
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
 
 

熊
野
町
大
字
新
宮
採
集
の
中
世
遺
物
に
つ
い
て
 
 河

 
瀬
 
正
 
利
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第1国 中健吉塞位置図（海田市ト：50000）  

1．宮林古墓  2．海上側古墓  3．魁城跡  

4，土岐城跡  5．榊森城跡  

る
。
古
墓
は
、
下
部
構
造
の
石
積
み
基
壇
 
 

が
二
か
所
残
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
丘
陵
 
 

斜
面
を
L
字
状
に
削
平
し
て
造
り
出
し
た
 
 

上
・
下
二
段
の
狭
い
平
坦
部
に
築
か
れ
て
 
 

い
る
。
上
手
の
古
墓
は
、
東
西
約
一
〇
メ
 
 

ー
ト
ル
、
南
北
約
三
メ
ー
ト
ル
の
平
垣
部
 
 

に
、
東
西
約
八
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
メ
 
 

ー
ト
ル
、
高
さ
約
調
○
セ
ン
チ
の
長
方
形
 
 

に
ち
か
い
石
積
み
基
壇
が
築
か
れ
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
下
手
の
古
墓
は
、
上
手
の
古
墓
よ
 
 

り
約
三
メ
ー
ト
ル
下
手
に
あ
り
、
東
西
約
 
 

一
〇
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
五
メ
ー
ト
ル
の
 
 

平
坦
部
に
東
西
約
六
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
 
 

四
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
〇
セ
ン
チ
の
右
 
 

横
み
基
填
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
基
壇
の
 
 

内
側
に
も
石
積
み
が
あ
り
、
そ
の
中
央
の
 
 

東
西
約
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
二
メ
ー
ト
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ル
の
範
囲
は
、
約
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
、
も
う
一
段
高
く
な
っ
て
お
り
、
二
段
に
集
成
さ
れ
た
石
積
み
基
壇
と
な
っ
て
い
る
。
基
壇
は
、
 
 

た
て
よ
こ
二
〇
～
三
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
一
〇
セ
ン
チ
前
後
の
割
石
と
た
て
よ
こ
一
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
セ
ン
チ
前
後
の
小
型
の
割
石
 
 

で
積
ま
れ
て
お
り
、
基
壇
の
上
に
は
、
た
て
よ
こ
四
〇
～
五
〇
セ
ン
チ
の
基
壇
石
と
み
ら
れ
る
扁
平
な
板
石
が
四
個
残
っ
て
い
る
。
 
 

基
壇
上
の
構
造
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
基
壇
の
周
辺
に
五
輪
塔
の
風
輪
、
空
輸
を
ど
が
多
く
み
ら
れ
、
少
を
く
と
も
一
〇
基
ち
か
く
 
 

の
五
輪
塔
が
存
在
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
古
墓
の
東
側
に
も
石
敷
き
が
み
ら
れ
る
。
基
壇
が
存
在
し
た
の
か
も
し
 
 

ー
1
 
 

れ
な
い
。
遺
物
は
、
基
壇
の
上
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
備
前
焼
小
壷
と
施
粕
短
頸
壷
と
が
あ
る
。
 
 
 

備
前
焼
小
壷
（
第
2
図
1
）
は
、
雀
口
壷
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
口
緑
の
一
方
に
注
口
が
つ
い
て
い
る
。
口
径
四
・
八
セ
ン
チ
、
 
 

高
さ
七
・
五
セ
ン
チ
、
底
径
四
・
八
セ
ン
チ
で
あ
る
。
胴
部
最
大
径
は
、
中
央
に
あ
り
八
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
ロ
縁
部
は
ゆ
る
や
 
 

か
に
外
反
し
、
端
部
は
丸
く
お
さ
め
て
い
る
。
器
内
外
面
に
は
、
ロ
ク
口
調
整
痕
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
底
部
は
、
糸
切
り
で
あ
る
。
 
 

ロ
ク
ロ
台
の
板
目
も
残
っ
て
い
る
。
赤
茶
色
を
呈
し
、
焼
成
も
よ
い
。
外
面
胴
部
に
は
、
肩
部
か
ら
垂
下
す
る
二
条
の
ヘ
ラ
に
よ
る
 
 

窯
印
が
刻
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

施
粕
短
頸
壷
（
第
2
図
2
）
は
、
口
径
八
・
九
セ
ン
チ
、
高
さ
一
〇
二
一
セ
ン
チ
、
底
径
四
・
六
セ
ン
チ
で
、
高
さ
〇
・
七
セ
ン
 
 

チ
の
厚
い
高
台
が
つ
い
て
い
る
。
口
緑
部
は
短
か
く
、
く
の
字
状
に
外
反
し
て
い
る
。
器
内
外
に
淡
青
緑
色
の
和
が
か
け
ら
れ
て
い
 
 

（
1
）
 
 

る
。
ロ
ク
口
癖
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
製
作
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
形
態
か
ら
み
て
朝
鮮
産
の
も
 
 

の
で
ろ
う
か
。
 
 
 

海
上
側
古
妻
 
宮
林
古
墓
の
北
東
方
約
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
小
さ
な
谷
を
狭
ん
だ
東
側
の
丘
陵
の
先
端
部
に
位
置
し
、
標
高
約
二
 
 

二
〇
メ
ー
ト
ル
、
平
野
か
ら
の
此
高
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
第
1
図
2
）
。
付
近
に
は
毘
沙
門
堂
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
毘
沙
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三
、
ま
と
め
 
 
 

以
上
、
宮
林
古
墓
と
海
上
側
古
墓
の
構
造
と
採
集
資
料
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
。
遺
物
の
う
ち
、
備
前
焼
小
壷
は
、
広
 
 

（
5
）
 

甘
）
 

（
エ
 
 

島
県
内
で
は
、
福
山
市
草
戸
千
軒
町
遺
跡
、
安
芸
郡
海
田
町
石
原
、
安
芸
郡
下
蒲
刈
町
三
之
瀬
の
寺
谷
古
墓
な
ど
で
出
土
し
て
い
る
。
 
 

革
戸
千
軒
町
遺
跡
で
は
、
鎌
倉
期
上
層
と
さ
れ
る
建
物
址
付
近
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
過
構
と
の
関
連
は
明
ら
か
で
な
い
。
下
蒲
 
 

刈
町
の
寺
谷
古
墓
で
は
、
三
基
の
五
輪
塔
の
下
か
ら
硯
、
墨
書
石
を
ど
と
と
も
に
備
前
焼
小
壷
四
個
体
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
 
 

う
ち
の
三
個
の
小
壷
の
内
部
に
は
、
焼
骨
が
一
屑
部
ま
で
つ
ま
っ
て
お
り
、
骨
壷
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
 
 

宮
林
古
墓
、
海
上
側
古
墓
の
出
土
の
畳
も
、
細
か
な
出
土
状
況
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
丘
陵
斜
面
の
土
層
中
や
積
石
基
壇
か
ら
採
集
 
 

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
墳
墓
の
埋
葬
用
も
し
く
は
墓
前
祭
祀
用
の
容
器
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
製
作
の
 
 

（
8
）
 
 

年
代
に
つ
い
て
は
、
葦
戸
千
軒
町
遺
跡
で
は
、
さ
き
に
鎌
倉
期
上
層
と
推
定
さ
れ
た
遺
構
は
、
最
近
の
調
査
研
究
に
よ
る
と
、
室
町
 
 

門
堂
の
境
内
の
拡
張
の
た
め
丘
陵
斜
面
を
削
平
し
た
際
に
備
前
焼
小
壷
一
点
が
発
見
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
古
墓
の
規
模
、
構
 
 

造
な
ど
明
ら
か
で
を
い
が
、
二
常
に
は
多
く
の
五
輪
塔
残
欠
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
五
輪
塔
の
下
に
埋
納
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
 
 

つ
よ
い
。
 
 
 

備
前
焼
小
壷
（
第
2
囲
3
）
は
、
口
径
四
・
八
セ
ン
チ
、
高
さ
七
・
七
セ
ン
チ
、
底
径
四
・
八
セ
ン
チ
、
胴
部
最
大
径
八
・
〇
セ
 
 

ン
チ
の
雀
口
重
で
、
宮
林
古
重
出
土
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
器
内
外
面
に
は
、
ロ
ク
口
調
整
痕
が
残
り
、
粘
土
紐
の
 
 

痕
跡
も
顕
著
で
あ
る
。
灰
茶
褐
色
を
呈
し
、
焼
成
は
よ
い
。
底
部
は
糸
切
り
で
、
端
部
は
ナ
デ
て
い
る
。
 
 
 

宮
林
、
海
上
側
古
墓
出
土
の
備
前
焼
小
壷
は
、
形
態
か
ら
み
て
室
町
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
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第2区 中世古墓出土遺物実測図  

と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
る
と
 
 

期
 
 

み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
 
 

下
蒲
刈
町
寺
谷
古
墓
も
五
輪
塔
や
 
 

宝
筐
印
塔
片
の
形
態
か
ら
室
町
時
 
 

代
の
遺
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
 
 

宮
林
古
墓
、
海
上
側
古
墓
出
土
の
 
 

小
壷
は
形
態
か
ら
備
前
焼
編
年
の
 
 

ウ
，
 
 

Ⅵ
期
に
あ
た
り
、
一
五
世
紀
代
の
 
 

所
産
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
 
 

ば
、
付
近
に
残
る
五
輪
塔
や
宝
筐
 
 

印
塔
片
の
形
態
か
ら
も
首
肯
で
き
 
 

る
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
熊
野
町
に
お
け
る
 
 

中
世
の
遭
跡
を
み
る
と
、
い
ま
の
 
 

と
こ
ろ
城
跡
、
古
墓
、
土
居
屋
敷
 
 

（
1
0
）
 
 

跡
な
ど
が
み
と
め
ら
れ
る
。
い
ず
 
 

れ
も
城
主
や
被
葬
者
な
ど
は
不
明
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ー
〓
、
 
で
あ
る
が
、
『
芸
清
適
筐
や
蔭
徳
太
平
記
』
を
ど
の
文
献
か
ら
推
測
す
る
と
、
東
広
島
市
の
鏡
山
城
、
さ
ら
に
の
ち
の
槌
山
城
 
 

を
拠
点
と
す
る
大
内
氏
の
東
・
西
条
支
配
と
密
接
に
関
連
し
た
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
熊
野
盆
地
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
 
 

る
土
岐
城
（
第
1
図
4
）
は
、
盆
地
の
ほ
ぼ
全
域
を
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
、
盆
地
支
配
の
拠
占
菖
な
る
条
件
を
備
え
て
お
り
、
ま
 
 

た
、
新
宮
の
竜
王
山
に
築
か
れ
た
魁
城
（
第
1
図
3
）
は
、
盆
地
の
東
側
の
出
人
口
に
位
置
し
、
広
島
市
瀬
野
川
町
喜
田
、
東
広
 
 

島
市
八
本
松
町
吉
川
（
桜
山
城
所
在
）
へ
通
じ
る
分
岐
点
が
壷
で
き
る
戦
略
的
な
要
衝
の
地
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
谷
奥
 
 

で
沖
積
低
地
に
面
し
た
低
い
丘
陵
先
端
部
に
位
置
す
る
堀
之
城
や
榊
森
城
（
第
1
図
5
）
、
四
貫
分
城
な
ど
は
、
構
造
や
立
地
条
件
 
 

か
ら
み
て
、
武
士
団
の
日
常
生
活
の
拠
点
と
し
て
適
地
を
し
め
て
い
る
。
周
防
大
内
氏
は
、
一
五
世
紀
に
は
、
広
島
湾
岸
の
厳
島
や
 
 

野
間
氏
（
広
島
市
矢
野
町
）
、
阿
曽
沼
氏
（
瀬
野
川
町
）
を
支
配
下
に
入
れ
る
を
ど
瀬
戸
内
沿
岸
部
を
中
心
に
勢
力
を
拡
大
し
て
い
 
 

（
1
2
）
 
 

っ
た
が
一
、
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
、
西
条
盆
地
の
鏡
山
城
で
あ
り
槌
山
城
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
内
氏
の
東
・
西
 
 

条
支
配
の
確
立
こ
そ
、
矢
野
か
ら
熊
野
を
経
て
西
条
盆
地
に
い
た
る
ル
ー
ト
を
手
中
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
 
 

あ
り
、
こ
の
意
味
で
熊
野
町
に
所
在
す
る
城
が
、
大
内
氏
の
勢
力
拡
大
と
東
・
西
条
支
配
に
重
要
を
役
割
を
果
し
て
い
た
も
の
と
い
 
 

ぇ
る
。
今
回
紹
介
し
た
宮
林
古
墓
、
海
上
側
古
墓
は
、
魁
城
の
薦
部
に
位
置
し
、
構
造
的
に
は
、
石
積
み
基
壇
を
も
ち
、
そ
の
上
部
 
 

に
は
五
輪
塔
や
宝
筐
印
塔
が
置
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
し
、
遺
物
の
内
容
か
ら
み
て
も
、
庶
民
の
墳
墓
で
は
な
く
、
城
に
拠
っ
た
 
 

武
士
団
、
具
体
的
に
は
大
内
氏
の
家
臣
団
の
一
員
の
墳
墓
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 

註
 
 

（
1
）
 
遺
物
の
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
熊
野
町
役
場
竹
之
内
哲
郎
氏
の
ご
教
示
、
ご
協
力
を
う
け
た
。
 
 

（
2
）
 
「
芸
藩
通
話
」
巻
二
、
〓
云
藩
通
誌
』
刊
行
会
、
一
九
六
七
年
。
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（
3
）
 
筆
者
の
実
地
調
査
に
よ
る
。
 
 

（
4
）
 
村
上
正
名
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
李
朝
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
さ
れ
る
。
 
 

（
5
）
 
金
井
他
事
編
二
革
戸
千
軒
町
遺
跡
一
九
七
二
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
・
広
島
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
三
年
。
 
 

（
6
）
 
海
田
町
教
育
委
員
会
古
本
哲
郎
氏
の
教
示
に
よ
る
。
を
お
、
遺
物
は
実
見
し
た
。
 
 

（
7
）
 
丸
尾
城
跡
調
査
団
「
三
之
瀬
の
寺
谷
古
墓
」
、
「
多
賀
谷
水
車
と
丸
屋
城
跡
」
所
収
、
下
蒲
刈
町
、
一
九
八
．
一
年
。
 
 

（
8
）
 
広
島
県
革
戸
千
軒
町
連
跡
調
査
研
究
所
r
葦
戸
千
軒
町
過
仙
巴
一
九
七
四
～
一
九
八
一
、
一
九
七
六
～
一
九
八
四
年
。
 
 

（
9
）
 
ィ
、
間
璧
忠
彦
・
闇
壁
蔭
子
「
備
前
焼
研
究
ノ
ー
ト
」
H
～
臼
、
『
倉
敷
考
古
館
研
究
集
報
』
、
第
一
号
、
第
三
号
、
第
五
号
、
一
九
六
五
年
、
一
 
 

九
六
六
年
、
一
九
六
八
年
。
 
 

ロ
、
間
愛
息
彦
「
備
前
」
、
F
世
界
陶
磁
全
集
』
 
3
、
日
本
中
世
、
所
収
、
一
九
七
七
年
。
 
 

備
前
焼
小
童
を
ら
び
に
花
瓶
短
頭
重
に
つ
い
て
は
、
倉
敷
考
古
館
館
長
開
墾
忠
彦
氏
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
。
 
 

（
讐
 
現
在
ま
で
に
現
地
確
認
さ
れ
た
遭
跡
は
、
城
跡
九
か
所
、
古
墓
四
か
所
、
土
居
屋
敷
跡
一
か
所
が
あ
る
。
こ
の
は
か
、
土
師
質
土
器
出
土
地
や
五
輪
 
 

塔
片
の
残
る
場
所
は
、
か
を
り
の
数
存
在
す
る
よ
う
で
あ
る
。
 
 

（
n
）
 
松
田
修
・
笹
川
祥
生
絹
「
正
徳
二
年
根
本
陰
徳
太
平
匡
全
二
冊
、
一
九
七
二
年
。
 
 

（
望
 
河
合
正
治
「
福
成
寺
と
鏡
山
城
址
」
 
【
広
島
県
文
化
財
l
l
ユ
ー
ス
一
策
三
五
号
、
一
九
七
七
年
。
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